
公園指定における　風景評価の変化・多様化

大正4（1915）

大正10年　内務省の国立公園候補地調査開始

昭和元(1926)

昭和６年　国立公園ノ選定ニ関スル方針　それぞれの風景型式(主として地形)のNo1が国立公園

昭和9年　瀬戸内海、雲仙、霧島、大雪山、阿寒、日光、中部山岳、阿蘇
昭和10(1935)

昭和11年　十和田、富士箱根、吉野熊野、大山

国民の運動、鍛錬厚生の場としての国立公園候補地選定
道南、三国山脈、奥秩父、琵琶湖など

昭和20(1945)
伊勢志摩国立公園指定

昭和24年　法改正により「準ずる地域」を追加
昭和24～25年　支笏洞爺、上信越高原、秩父多摩、磐梯朝日国立公園指定

昭和27年　自然公園選定要領  地形を重視した風景型式区分

              19カ所の国立・国定候補地中15カ所が海の公園
昭和30(1955) 昭和30年　国民休暇村構想発表

昭和32年　自然公園法施行
昭和33～34年　三河湾、金剛生駒、南房総、水郷国定公園指定

昭和39年　南アルプス、知床国立公園指定

昭和40(1965)
昭和43年　小笠原復帰

昭和42～45年　高尾、愛知高原、天竜奥三河、等の国定公園指定

昭和45年　海中公園制度創設
昭和46年　環境庁発足 自然公園選定要領改正　景観要素に野生動物等追加
昭和47年　西表、小笠原、足摺宇和海、利尻礼文サロベツ国立公園指定
昭和48年　自然環境保全法施行　
　　　　　　　～50年　越後三山只見、奄美群島国定公園指定

昭和50(1975)

昭和56～57年　日高山脈襟裳、早池峰、九州中央山地国定公園指定

昭和60(1985)

昭和62年　釧路湿原国立公園指定

平成元(1989)
平成2年　暑寒別天売焼尻国定公園指定

平成5年　種の保存法制定

平成10(1998)

平成14年　自然公園法改正（責務に生物多様性保全を追加）

平成16年　景観法制定

平成18(2006)
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資料１－５



 
事項 昭和６年 

国立公園ノ選定ニ関スル方針 
昭和２７年 

自然公園選定要領 
昭和４６年 

自然公園選定要領改正 
風景形式の区分と

景観区の概念 
自然風景地を景観の特徴により夫々の風景型式に

分類、その型式が支配する景観区を決定 
 
← 

代表性・数の限定 ・国立公園は同一の風景型式中我が国を代表する

風景地 
・国定公園は国立公園の景観に準ずる風景地 

 
← 

異なる景観区（風景

型式）の併合 

同一風景型式ヲ代表シテ傑出セル

コト 

・原則として一つの景観区の区域による 
・二つ以上が近接し、且つ利用上緊密な関係があ

り、両者の評価が近似する場合は一つの区域とする 

 
 
← 

面積要件 区域広大ナルコト ・景観区の評価項目として、「規模」を明示 ・国立公園は原則として約３万ヘクタール以上 
・国定公園は原則として約１万ヘクタール以上 

評価対象とする景

観要素とその選定

条件 

地形地貌ガ雄大ナルカ或ハ風景ガ

変化ニ富ミテ美ナルコト 
・各景観区について、景観、規模、要素、雄大性、変

化度、原始性の観点から評価 
 
・地形、地被、自然現象・文化景観の各項目ごとに

評価し、地形６０点、地被３０点、２０点、合計１１０点

で順位付けを行う 

景観要素： 
・陸上景観については、地形地質、地被、自然現象、野生

動物、文化景観等 
海中景観については、海中動植物、海中地形等の景観価

値を評価 
自然性要件： 
原則として、 
・２千ヘクタール以上の原始的な景観核心地域、 
・科学的、教育的、レクリエーション的に重要な地形・地質、

動植物の種や生地、または、 
・自然景観の偉大な美しさ 
があること 

土地所有関係 国有地、公有地等ヲ主トシ・・、成ル

可ク土地所有者ガ理解ヲ有シ・・ 
 
← 

 
← 

利用性 多数人ノ利用ニ適スル ← ← 
全国的な配置 全国的分布ノ当ヲ得タル位置 ・国立公園については配置は考慮せず 

・国定公園は利用の利便を考慮して全国的配置の

適正を図る 

 
← 

公園計画策定手順 区域指定を先行 
詳細計画は追って策定 

指定と公園計画決定を同時に進める（別途指示）  

自然公園選定要領等の考え方の推移 



年号 ～Ｓ１０ ～Ｓ１５ ～Ｓ２０ ～Ｓ２５ ～Ｓ３０ ～Ｓ３５ ～Ｓ４０ ～Ｓ４５ ～Ｓ５０ ～Ｓ５５ ～Ｓ６０ ～Ｈ１ ～Ｈ５ ～Ｈ１０ ～Ｈ１５

西暦 ～1935 ～1940 ～1945 ～1950 ～1955 ～1960 ～1965 ～1970 1975 1980 1985 1989 1993 1998 2003

瀬戸内海国立公園  S9.3指定 S25.5鳴門・宮島・淡路島等追加
S31.5六甲等追加、
S31.7高崎山地区編入 S38.3加太追加 S43.8五色台追加

雲仙天草国立公園 S9.3雲仙指定 S31.7天草追加 S42.12天草五橋追加

霧島屋久国立公園   S9.3霧島指定 S50.5屋久島地域一部削除（原生自然環境保全地域に指定）

大雪山国立公園 S9.12指定 S52.12十勝川源流部削除（原生自然環境保全地域に指定）

阿寒国立公園 S9.12指定

日光国立公園      S9.12指定 S25.9那須塩原鬼怒川追加

中部山岳国立公園     S9.12指定

阿蘇くじゅう国立公園    S9.12阿蘇指定 S28.9由布鶴見追加 S61.9名称変更

国 十和田八幡平国立公園 S11.2十和田指定 S31.7八幡平追加（名称変更）

立 富士箱根伊豆国立公園  S11.2富士箱根指定 S30.3伊豆半島追加（名称変更） S39.7伊豆七島追加（国定公園編 S50.2北富士地域追加

公 吉野熊野国立公園　　 S11.2吉野熊野指定 S29.2潮岬追加 S45.7錆浦追加 S50.12鬼ヶ城以北追加

園 大山隠岐国立公園  S11.2大山指定 S38.4隠岐島根半島三瓶蒜山追加（名称変更）

伊勢志摩国立公園 S21.11伊勢志摩指定

支笏洞爺国立公園 S24.5支笏洞爺指定

上信越高原国立公園    S24.9上信越高原指定 S31.7妙高戸隠追加

秩父多摩甲斐国立公園  S25.7秩父多摩指定 H12.7名称変更

磐梯朝日国立公園   S25.9磐梯朝日指定

西海国立公園     S30.3西海指定

陸中海岸国立公園   S30.5陸中海岸指定 S39.6釜石以南追加 S46.1久慈追加

白山国立公園 S30.7国定公園指定 S37.11白山指定

山陰海岸国立公園 S30.6国定公園指定 S38.7山陰海岸指定

南アルプス国立公園   S39.6南アルプス指定 S51.3大井川源流部削除（原生自然環境保全地域に指定）

知床国立公園　　　　　　　 S39.6知床指定 S55.2遠音別区域削除（原生自然環境保全地域に指定）

西表国立公園         S47.5西表指定

小笠原国立公園       S47.10小笠原指定

足摺宇和海国立公園  S30.4国定公園指定 S39.3宇和海追加 S47.11足摺宇和海指定

利尻礼文サロベツ国立公園 S40.7国定公園指定 S49.9利尻礼文サロベツ指定（サロベツ原野追加）

釧路湿原国立公園　 S62.7釧路湿原指定

佐渡弥彦米山 Ｓ25.7指定 S45.7.1　全面的区域変更 S56.3米山地域追加

琵琶湖 Ｓ25.7指定 S37.11全面的区域変更
S45.12東海自然
歩道沿線追加

S49.2全面的区域変更

耶馬日田英彦山 Ｓ25.7指定 S45.7全面的区域変更

若狭湾 Ｓ30.6指定
S37.11敦賀半島
地域追加

S45.5丹後半島地
域追加

S46.1三方町の一部追加

日南海岸 Ｓ30.6指定

北長門海岸 Ｓ30.11指定 Ｈ.9.9西長門地域追加

秋吉台 Ｓ30.11指定

石鎚 Ｓ30.11指定

玄海 Ｓ31.6指定

国 三河湾 Ｓ33.4指定 S40.12伊良湖地域追加 S52.8全面的区域変更

定 金剛生駒紀泉 Ｓ33.4指定

公 網走 Ｓ33.7指定

園 大沼 Ｓ33.7指定

南房総 Ｓ33.8指定 S40.12館山地域追加

水郷筑波 Ｓ34.3指定 S44.2筑波山地域追加

ニセコ積丹小樽海岸 Ｓ38.7指定

鳥海 Ｓ38.7指定

比婆道後帝釈 Ｓ38.7指定

蔵王 Ｓ38.8指定

飛騨木曽川 Ｓ39.3指定 Ｓ45.12入鹿池地域追加

剣山 Ｓ39.3指定

八ヶ岳中信高原 Ｓ39.6指定

室戸阿南海岸 Ｓ39.6指定

丹沢大山 Ｓ40.3指定

祖母傾 Ｓ40.3指定

高野龍神 Ｓ42.3指定

明治の森高尾 Ｓ42.12指定

明治の森箕面 Ｓ42.12指定

能登半島 Ｓ43.5指定

越前加賀海岸 Ｓ43.5指定

下北半島 Ｓ43.7指定 S50.12牛の首地域追加

栗駒 Ｓ43.7指定

鈴鹿 Ｓ43.7指定

壱岐対馬 Ｓ43.7指定

天竜奥三河 Ｓ44.1指定　Ｓ45.12 東海自然歩道沿線追加

西中国山地 Ｓ44.1指定

妙義荒船佐久高原 Ｓ44.4指定

氷ノ山後山那岐山 Ｓ44.4指定

揖斐関ヶ原養老 Ｓ45.12指定

愛知高原 Ｓ45.12指定

室生赤目青山 Ｓ45.12指定

大和青垣 Ｓ45.12指定

沖縄海岸 Ｓ47.5指定 S.53.12 慶良間地域追加

沖縄戦跡 Ｓ47.5指定

北九州 Ｓ47.10指定

男鹿 Ｓ48.5指定

越後三山只見 Ｓ48.5指定

日豊海岸 Ｓ49.2指定

奄美群島 Ｓ49.2指定

津軽 Ｓ50.3指定

南三陸金華山 Ｓ54.3指定

日高山脈襟裳 Ｓ56.10指定

九州中央山地 Ｓ57.5指定

早池峰 Ｓ57.6指定

暑寒別天売焼尻 H2.8指定

国立公園総数 8 12 12 17 19 19 23 23 27 27 27 28 28 28 28
国定公園総数 － － － 3 8 15 25 42 50 51 54 54 55 55 55
都道府県立自然公園総数 5 8 8 26 91 152 200 252 279 287 295 297 300 306 308

各国立・国定公園の指定、主な区域拡張の経緯

S39.3屋久島錦江湾追加
（名称変更・国定公園編入）

H14利用調整
地区制度等

S32自然公園法制定 H12地方分権S45海中公園地区制度S24特別保護地区制
度

H2車馬等乗入規S6国立公園法制定


